
 

 
藤沢市 「学び」と「育ち」を９年間の枠でとらえた小中連携のあり方 
茅ヶ崎市 豊かな人間性と自立性をはぐくむ学校教育の充実 ～学びの質を高める学校教育の充実～ 
三浦市 郷土三浦に誇りをもち、これからの社会をたくましく生き抜く人材の育成 
葉山町 葉山町立小中学校義務教育９年間を見通した「学び」の工夫 
寒川町 確かな学力を身に付ける教育の推進 ～豊かな心と確かな力 瞳輝く 寒川の子～ 
厚木市 家庭学習の充実と、わかった・できたの実感を意識した授業づくりによる学力向上 
海老名市 外国語教育を軸にした『学びづくり』の研究 
愛川町 主体的に人や社会と関わり、よりよく学びつづけようとする児童・生徒の育成 
清川村 幼・小・中の 12 年間を見通した学力と豊かな心の育成～輝き・愛着・誇りを持って未来を支え

る「清川っ子」の育成を目指して 
秦野市 学びの高まりと授業改善 
大井町 「質の高い授業の創造」 ～一人ひとりの考える力を育てる授業づくりと 人間としてよりよ

く生きるための道徳性の育成をめざして～ 
松田町 質の高い学びの創造 ～他者との協働をとおして～ 
山北町 主体的な学びをとおした確かな学力の向上をめざして 

※各地域の研究の概要は、かながわ学力向上シンポジウムで配付しました。 
神奈川県ホームページにも掲載しています。かながわ 学びづくり推進地域で検索。 

※令和２年度推進地域：藤沢市、茅ヶ崎市、三浦市、葉山町、寒川町、海老名市、愛川町、清川村、秦野市、
南足柄市、大井町、松田町、山北町 

 

 

 

 
県教育委員会では、各学校の取組の参考となる

よう、平成 28 年度に本調査結果を総合的に分析
し、全県の傾向を「かながわの強みと課題」とし
て整理しました。 

さらに、平成 29 年度以降、各学校がこの強み
を生かし課題を改善するための取組例などを「学
びの充実・改善ポイント」として示してきました。 

今回は、各学校が、
本資料で取り上げた
設問や項目について

自校の傾向を確認できるよう、学校のデータ
を書き込む欄を設けたほか、課題として取り
上げた設問等について、成果を上げている学
校へのインタビュー結果から各学校の取組
のヒントとなるコラムを掲載しました。 

市町村教育委員会及び学校では、本資料を
参考に、それぞれの地域・学校における強み
と課題を踏まえた、学びの充実・改善に向け
た取組の推進をお願いします 

※「令和元年度版 かながわの学びの充実 
 ・改善のために」は、かながわ学力向上シンポジウムで配付しました。 

神奈川県ホームページにも掲載しています。令和元年度版 かながわの学びの充実・改善で検索。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神奈川県教育委員会では、「かながわ学びづくり学力向上実践推進事業」を平成 20 年度から

実施しています。この事業は、平成 19 年４月に始まった全国学力・学習状況調査の調査結果等

の分析をとおし、今後の指導の改善につなげることを目的とした有識者を中心とする「神奈川県

検証改善委員会」の報告をもとに始まりました。 

 本事業では、左のように、３

つの取組（かながわ学力向上支

援連絡協議会、かながわ学びづ

くり推進地域研究委託事業、か

ながわ学力向上シンポジウム）

を連動させながら、教員の授業

力の向上、家庭の協力による児

童・生徒の自学自習の習慣化等

を図っています。 

 本事業は、「わかる授業」をとおして、子どもたちの「わかっ

た」「できた」をつなげ、「勉強が楽しい」「学校が楽しい」と、子どもたちが感じることのできる

「学びづくり」や「学校づくり」を進めていくことで子どもたちの学力向上を目指すことを基本

理念とし、推進地域や学校における子どもを中心とした実践研究を、市町村教育委員会とともに

推進しています。 

 本紙は、令和２年度の各学校における「学びづくり」につながるよう、令和元年度の「かなが

わ学力向上シンポジウム」（令和２年１月 17 日開催）の概要等をまとめたものです。 

かながわ学力向上支援連絡協議会 2020 

  学    り び く づ 
プラン 

かながわの 

令和元年度 かながわ学びづくり推進地域研究委託事業 推進地域と研究テーマ 

令和元年度 かながわの学びの充実・改善のために 

「学びの充実・改善ポイント」 

ポイント１ 

学校研究を活かしたカリキュラム・マネジメント 

ポイント２ 

児童・生徒の「学びに向かう力」の醸成 

ポイント３ 

児童･生徒一人ひとりに応じた指導・支援

令和２年４月発行 問合せ先 神奈川県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課 

〒231-8509  横浜市中区日本大通 33  電話(045)210-1111 （内線）8217 



「かながわの学

力向上は、学力テ

ストの数値をどう

しようというより

は、授業をどうし

ていこうか、とい

う方向性で歩みを進めています。」「授業力の向上は、学力テストに対応することでは

なく、学習を楽しくさせること、授業を改善しながら、子どもたちの学ぶ意欲を高めて

いく取組を進めていくことです。教員の授業力向上が欠かせません。」と、青山教授は

「かながわの学びづくり」が目指してきた方向性を確認しました。 

 「かながわ学力向上シンポジウム」の歩みを、３期（模索期、探究期、継承・発展期）

に分けてふり返り、「かながわの学びづくり」の成果を、「授業」「研究協議・研究連携」

「保護者・地域との連携」の観点でまとめ、「県内の多くの地域で、『授業が楽しい』『学

びづくりが楽しい』と、教師や地域・家庭の大人たちが感じることのできる学びづくり

が取り組まれてきている。ますます全県に広がってほしい。」と締めくくりました。 

 

 書き込んだワークシート

をもとに、会場内でグルー

プをつくり、語り合いまし

た。 

「子どもたちの言葉を見ていくと、私たちが子どもに育

てたい力の一端が現れています。子どもの素朴な思いを可

能性として捉えられるかどうかは、教員が子どもを解釈す

る力であり、教員が最も磨かなければいけない力です。」

「言葉の中に、子どもが主体的に知ろうとしていることが見えて

くる。」と、池田教授は、子どもが学んでいる視点から、これから

の世の中に必要となる汎用的能力（問題発見力、柔

軟な見方、批判的思考、ねばり強さ、おもいやり、

等々）について授業を捉え直してい

くことを提言しました。 

「助長」「浩然の気」という故事

成語の語源や成り立ちから、子ども

だけではなく、教員を育てていくと

きにも大切な考え方を述べ、ボトム

アップやつながりの中で学びが深

まっていくことを確認しました。 

 

 

≪参加者のアンケートより≫ 
➤神奈川県の「学びづくり」の取組についてよくわかりました。神奈川

の教員でよかった！と心から思いました。（小学校教員） 

➤これからの時代を生きていく子どもたちにとって「つながりづくり

を」これが大切。とても納得できました。（小学校教員） 

➤「～したい、～なりたいと思うことが幸せにつながる」が心に残った。（中学校教員） 

➤かながわの学びは、つながりや学ぶ姿勢づくりだと感じました。（中学校教員） 

➤伝えることで、人の考えを聞くことで自分の考えが深まる。率直に話し合うことこそ必要。（指導主事） 

➤「結局皆一人の人間（先生、親）として、子どもが明るい未来を見つめられる環境づくりに努めたいですね！」

と、グループでの語り合いを明るく締められました。（保護者） 

➤先生方がこのように学んで子どもたちへ教えてくださっていることを知り、感銘を受けました。（保護者） 

参加者内訳（計 233 名） 

県市町村指導主事 169 名 

学校管理職     13 名 

学校教員      35 名 

ＰＴＡ（保護者）  ９名 

一般        ３名 

県教育委員     ４名 

基調講演「かながわの学び、これまでの歩みと成果」 

横浜国立大学 青山 浩之 教授 

学びづくりの成果 

「授業が変われば子どもの変化が分かる」 

「教師が授業を楽しむ」 

「学校が変われば子どもが変わる」 

「対話が広がり、 

学校が学びづくりを楽しむ」 

「地域・家庭とともに学びが活性化」 

基調講演「学びづくりで つながりづくりを」 

横浜国立大学 池田 敏和 教授 

このような子どもの声を聞き流していないか？ 

「なんか、こんな気がするんだけど・・・」 

「何を言っているのかチンプンカンプン。 

「もっとわかりやすい説明ないの？」 

「どうしてこのやり方だとダメなの？」 

「なんでそうなるのかわからないよ。」 

「こういう場合はどうするの？」 

「何かすっきりしないんだけどな・・・」 

コメンテーター（神奈川学力向上支援連絡協議会委員。敬称略。写真右から）より 

➤教員が子どもたちの思いを引き出す学びづくりを続ければ、将来に立ち向かっていける力が醸成される。今日の対

話で「そうだよな」と思ったものを各組織に持ち帰り、継承してほしい。（横浜国立大学教授 青山浩之） 

➤子どもが興味をもてるような学びづくりを考えたい。子どもは授業の中で何を学んでいるかを、大人の目と、子ど

もの目でとらえ直してほしい。子どもの学び自体をもう少し見つめていきたい。（横浜国立大学教授 池田敏和） 

➤教員は勉強を秤にして子どもを認めたり認めなかったりしてはいけない。その子の中身を認めること。子どもが授

業で、教職員が職員室で、頭が活性化する学びづくりや環境づくりを。（相模原市立中央中学校長 今井 勉） 

➤子どもが自ら育つ力を大人がどう信じるかが大事です。人とのかかわりの中で、いろいろな人がいて社会が成り立

つことを感じ、人がつながって価値観が多様化されて仕合わせになり、様々なことを否定しない子を育てたい。どの

子もかわいいし、どの親もどの先生も頑張っています。今後もみんなで一緒に頑張っていきましょう。（神奈川県ＰＴ

Ａ協議会副会長 大木健一） 

お知らせ 令和２年度の「かながわ学力向上シンポジウム」は、令和３年１月 24 日（日）午前 10～12

時、「かながわ県民センター」（横浜駅西口から徒歩５分）で開催する予定です。 


